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GTFSデータリポジトリとは何か

 「リポジトリ」とは「貯蔵室」が原義で、「データの置き場」という意味です。

 GTFSデータリポジトリは、
① GTFSデータを作成したバス事業者や市町村がGTFSデータをアップロードし、
② データ利用者がそれを自由にダウンロードできる

ウェブサイトです。

 GTFSデータの
① オープンデータ公開
② 利用者が容易にデータを取得できること
③ 利用促進

を実現するものです。

 （一社）社会基盤情報流通推進協議会（AIGID）が運営し、日本バス情報協会が協力しています。



GTFSデータリポジトリの特徴・メリット

GTFSデータを作成・公開する市町村、バス事業者のメリット

 リポジトリのウェブサイトから簡単にGTFSデータがアップロードできる （データ掲載費用なし）

→役場や会社のウェブサイト担当に依頼したり、ページを書き換える手間は不要

 ただし、初回は、市町村・バス事業者としての登録をしていただきます

→市町村、バス事業者が作成した公式のGTFSデータであることを確認

 GTFSデータを更新したら追加でアップロードすればよい

→将来のダイヤ改正データもそのままアップロード。リポジトリが自動で時系列管理

 ダイヤ改正内容などの付加情報も入力・表示できる

 固定URLでデータ配信（最新の現行データ、ダイヤ改正将来データ）

→グーグルや経路検索事業者へは固定URLを連絡しておけばよい

→市町村や会社のHPにダウンロードリンクを置くときもURLを書き換える手間なく最新データを配信可能

 GTFSデータアップロード時にデータ評価ツール（Validator）でデータチェック

チェック結果を日本語表示、警告への対応方法も表示

→通常は英語となるCanonical GTFS Schedule Validatorの評価結果を日本語表示

対応方法や無視してもよいケースなどを説明してくれるので、グーグルの品質審査前にデータの修正が可能



GTFSデータを利用する側のメリット

 公開されているGTFSデータを簡単に探せる

 固定URLでデータ配信（最新の現行データ、ダイヤ改正将来データ）

→グーグルや経路検索事業者は最新情報を固定URLで取得可能

 データが時系列で管理されており、ほしい時期のデータが使える

→将来のダイヤ改正データも取得できるので、経路検索事業者は遅滞なく検索結果に反映できる

→データが蓄積してくれば、過去のデータも取得でき、地域の公共交通分析での新旧比較にも使える

 ダイヤ改正内容などの付加情報も利用できる

 データ一覧情報やデータ自身を取得するAPIがあり、GTFSデータを利用するシステム・アプリ

開発が容易

→GTFSデータの利用範囲が広がる、データ整備効果が上がる

 GTFSデータアップロード時のデータ評価結果（2023年4月27以降にアップロードしたデータのみ）が表示

されるので、データ利用時にデータの品質を確認できる

 日ごとの新着情報は、日本バス情報協会のサイトで発信

 GTFSデータの利活用が進む
 バスの利用促進
 公共交通計画、地域活性化、

まちづくりなどへの活用

https://www.busdata.or.jp/repository/news2.php



 QGISというGISソフトでリポジトリで公開しているGTFSデータの路線図、運行頻度図が簡単

に作成できる

 GTFS-GOというQGISのプラグインを利用する

 最新バージョン 4.1.2(2025/6/27)

GTFSデータを利用する側のメリット



GTFSデータリポジトリの利用方法（データ提供側）

 詳しくは、リポジトリのサイト（https://gtfs-data.jp)に「データ登録ガイド」が
ありますのでご覧ください。

GTFSデータ公開の手順

AIGIDアカウント取得

リポジトリに組織（市町村や
バス事業者）作成申請

リポジトリ内でバスの種類（GTFS
データの作成単位）を設定

GTFSデータアップロード
（検証ツール）

（検証結果を踏まえて）

GTFSデータ公開

公開後のデータ利活用促進

グーグルや経路検索事業者へ
連絡

市町村やバス事業者のHPの
データ公開ページがあれば、リ

ポジトリのURLを設定

公共交通計画、都市計画など
での利用


